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日本海溝海側斜面におけるナマコと底層流

堀内　 一穂卜l　門馬　 大和‘1　 満澤　 巨彦‘2

藤岡換太郎'2

1991 年 か ら1 鰉2 年 に か け て ， 宮 古 沖 日 本 両 溝 で は・ 海 曳 航 カ メ ラ と 寄 人 潜 水 屍

『 し ん か い6S ㈲ 』 を 用 い た 爾 査 が 数 多 く 行 わ れ た 。 こ れ らの 贋 査 の 成 果 の １ つ に ， 日

冰 海 溝6,500m 付 近 に 生 息 す る ウ シ ナ マ こ1頡 （ＰｉａｉＱｇＧｎｇ　ｓｐ（ ｐ）｡〕 が 底 層 流 の 流 れ

て 行 く 方 向 に 頭 を 向 け る と い う 事 実 の 観 察 が 挙 げ ら れ る 。

ウ シ ナ マ コ 類 はお よ そ10 ° 忌4内 のＳ 差 で 底 層 流 の 渣 れ て 行 く 方 向 に 頭 を 向 け る 。

こ れ を もと に 綢 査 地 域 の 底 層 流 を 錐 定 し ，「 し ん か い6800 」 の 旋 向 流 速 計 よ り 得 ら れ

た底・ 流 の 渣 向 も加 え ， 宮 古 沖 ８ 本 淘 溝 のＳ 蕈餓 に つ い て 考 察 し た 。 底 層 流 は 。 海

溝 淘 劃 斜 面 に お い て はＮＮ Ｗ 向 き の流 れ が 最 も 右 越 し ， こ れ にＮ Ｗ 方 向 と Ｎ 方 向 が 続

く 。 反 対 に 海 溝 睦 側 斜 面 す な わ ち 海 溝 軸 付 近 で はS ～ＳＳＥ向 き の 流 れ が 卓 越 す る 。 こ

れ は梅 溝 の 海 側 斜 面 と 腟 刺 刺 面 （ もし く は 海 溝 耡 付 近 ） で はお よ そ 反 対 方 向 の 硫 れ

が 卓 越 し て い る こ と 窓 味 す る の だろ う 。

宮 古 沖 日 本 海 爾 の 淘 劍 斜 面 に は淘 溝 軸 に ほぽ 平 行 な 方 向 を 持 つ 地 篇 ・ 地 塁 が 臭 遠

し て お り ， Ｎ Ｎ Ｗ 方 向 の 卓 越 施 に よ り ビ ニ ー ル 袋 な ど の 軽 い ゴ ミが 地 溝 の 西 端 部 に ト

ラ ッ プ さ れ る こ と が 想 像 で き る 。 お そ ら く 地 溝 の 西 端 郎 に は ビ ｘ － ル 袋 な ど の 軽 い

ゴ ミ が ’゙ ル ト 狄 に 集 積 し て い る の で あ ろ う。 こ の よ う に 海 溝 鄙 で の 底 層 流 の 挙 動 を

明 ら か に す る こ と は 。 海 溝 に 存 在 す る さ ま ざ ま な 勧 体 の 挙 動 を 解 明 す る 手 が か り と

な る 。

Holothurian and Bottom-current on the Oceanward  Slope of the Japan Trench

Kazuho HORIUCHT'  Hiroyasu MOMMA"  KyoUiko MtTSUZAWA"

Kanlaro FUJIOKA"

In  J991 and )9&2, many  investigations using the deep tow camera  and the

manned  submersible "Shinkai  C$00" were carried out in Japan  Trench off

Miyako  ft is one of the observed results in these Investigations that the

holothurian, Ptniagone, inhabiting in Japan  Trench at about 6,500m depth,

turn Its head to the downstream  of the bouom-current.

Mean  orientation of the holothurian, Peniagone  measured  on video re-

cordings of the above two systems nearly equal to the direction of bottom
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currents  (within 10° ). In this report, we  estimate  deep  sea bottom  currents

in  Japan  Trench  off Miyako  based  on  the orientation of the holothurian  and  t

he  data  from  the current meter  of  the "Shinkai  6500", On  the ocean  ward

slope, the NNW  current is dominant  and  NW  and  N  are subdominant.  S  to

SSE  currents arc, on the other hand, dominant  on the landward  slope (nearer

trench  axis). This means  probably  that the direction of the prevailing bottom-

current  is opposite between  on the oceanward  slope and on the landward  slope.

The  topography  of the oceanward  slope  of Japan  Trench  is characterized

many  horsts and  grabens  mostly  running  parallel ic the trench  axis  (N-S

to  NNE'SSW).  It is conceivable  that light trash  (for  example,vinyl  bag)

accumulate  on  the western  margin  of the grabens  owing  to the  prevailing

NNW  currents on  the oceanward  slope off Miyako.  The  light trash probably

form  belts on  the western  margin  of  the grabens.  Thus  the estimation  of

bottom  currents  will  help  us  to  understand  behavior  of  various  objects

existing in the trench.

１　 は じめに

1991 年以来 宮古沖日本海溝では，海洋科学技術

センター所属 の潜水艇 「しんかい6500 」と深海曳

航カメラを用いた調 査か数多 く行われて きている。

著者の１人堀内は，同 じく著者 の１人であ る海洋

科学技術 センターの藤岡換 太郎 博士 の紹 介で ，

1992 年 の調査船「かいよう」による日本海漓曳航

詞 査に参加させてい ただいた。「 かいよ う」 によ

る調査は地形，地質，地震，生物 など多岐 の分野

にわたる もので，そのうち深海曳航カメ ラによる

海底 観察が洵満睦齣』斜面で１回，海佃劇 面で３回，

深海平坦面で １［可の計 ５回行 われた（門馬 ほか，

IS3 ）。海側斜面 の海底面には棘 皮動 物を主 体と

して敷多 くの生物が観察された。

深海底より船上に送 られて くる映像は とて も鮮

明 で生き生 きとしたもので，見守る多 くの人々を

画面に釘付けにした。そして， 透明で頭部に牛の

角状 の突起物 を持 つ ナマ コ （ ウ シ ナマ コ頬，

Ｆｓｉａｇａ ｅsp（p ）｡） が皆同 じ方向に 頤を向 けて

いるという事実 も， その画面より送られてきたも

のであ った。

あ る極の底 生生物 が底盾流 の指標となる畢実は

古 くから知 られて い る（例え ばGrigg,  1972 :

Oht ａ，1983 ）。 また，既に駿河湾にお いて ウシ ナ

マ コ(Pen  lag*。・j叩 Ｑａｉｃａ Ohshima, 1915) が

底 黽流に対し負の走流&  (negative rheo  taxis)

ａ

を示す事実か明 らかになｰ，ており（岡田 ・太田，

19e2 ；Oht ａ，1983 ）， それを利用した底層流 の推

定 も実 際に行 われて いる （Olltａ，1983 ； Okada

and Ohta, 1993)｡ さらに， これらの成果は 遼く

地疎 の反対側 の大西洋中 央海嶺 の調査にお いて も

利用 されてい る【Ｇａ】kin and Mcstalev, 1990 :

ただし記述に誤りあり ）。ところ が， こ れ らの研

究で は物理的手段により計i刪された底層流の流向・

流速ところがウシナマ コなどの生物の方向 との比

較がなされてお らず，結果として生物によ る底層

硫の観 測は定性的 で不十分な手法で しかなかった。

豪 者らは，「しんかい6500 」に般 置 されて いる

流『同 一流速計 とビデ オ映像より， ウシナマ コ類の

頭 の方向と底層流の流向 ・流速 との定ii的 な関係

を明 らかにし た（Ｈｏｒiｕchiet al.，jn prep.) 。 本

報告ではこれらの研究 の経緯を報告したうえで，

宮古沖日本海湾で実際に底翩流 の観測を試 み考案

を行うこと|ごする。

２　日本海溝海俔斜面の地形と生物

宮古沖日本海溝にて，海洋科学技術センターの

潜水調査船「しんかい6500」による潜航調査と深

梅曳航カメラによる曳航調査が行われた海域を図

１に示す。調査海域の水深は6.000～6,500m 付近

に攘中し，最高水深は6,607m に達した。日 本海

溝は，その地形とテクトニックな要因より，最深

Ｐroc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. （1993）



図1　1991 年 か ら1992 年 に か け て 宮 古 沖 日 本 海 溝 に て 行 わ れ た深 海 曳 航 カ メ ラ の 曳 航 調 査 （ 太 級 ） と 「 し ん か い6600 」

の 潜 航 調 査 （ 屋 印 ） の 位 置 図 。 海 膿 地 形 図ＩＳＬＩ Pichon ａｎｄ Kob&yashi el a1. （1987 ） とＫｏｂａy ａｓhi（1991 ）

に よ る 。

Fig.  1　1n ｖestigat ｅｄ ａrea ｕｓｉｎｇｌｈｅ ＩＩＪＡＭ ＳＴＥＣ／ Ｄｅｅｐt ｏw ｓｙstｅｍ ’（thick line ｓ ）ａｎｄ the “Shinka1 6500 “

（ｓ鷸ｅｒiｓkｓ）ｉｎ Ｊａｐａｎ Ｔｒench off Miyako in X99j and 1992. Ｂａthy ｍｅｌ】･ｙ is compiled r ｒｏｍ Ｌｅ

Pichon ａｎｄ Kobayashi. ｅｌａ】｡（| 郛7 ）ａｎｄ Ｋ・bay ａｓhi (1991)｡
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図 ２　 深 海 曳 航 カ メ フ の ビ デ オｐ ａ ぷ り 計 測 し た ウ シ ナ マ コ 類 の 頭 の 方 向 。 各 々 の 地 域 （ も し く は 時 間 ） に よ 。 て ま

と まる 方 向 は 多 少 こ と な る が ， ナ マ ＝lの 頭 の 方 向 は ＮＮ Ｗ ～ Ｎ Ｗ に 渠 中 す る 。 １ ： 露 頭 。 ２ ： 淘 底 の 亀 裂 ， ３ ；

転 石

Fig-2　0 ｒｉｅｎtａtｉｏｎ ｏｆtheholoth ｕｒｉａｎＦｓ刄ｉａｇｏ几ｅ ｍｅａs ｕｒｌｄｏｎthe りid●ｏｒｅｃｏｒding ｓｏｆｌｈｅ ｄｅｅｐt ｏw ｃａ ｍｅｒａ

（s ｕrｖey track Ｄ ？４ ａｎｄ ＤＴ-5 ）. Ａｌｍｏsl ell the holoth ｕｒian l ｕｒn their head t4 ）ｗａｒd the s ａｍｅ

direction  (within about 30 ° ）ｉｎ　each  rose  diagram.  These ｍｅａｎ ｏｒienlalions v ａry northwest ｌｏ

ｏｏrlh- ｎｏｒlhw ｅst ａｓ times ｇｏ on ａｎｄ／ ｏｒ obs ｅrｖed area changes ｅａｓtｅｒｎ part eo w ≪saern ｐａrt. 1:

ｏｕt£「op. 2 : crack. 3 : rubble and gravel.

図 ３ 「 し ん か い65 叩 」 の 第133 潜 航 の ビ デ オ 記 録 よ り 計 測 さ れ た ウ シ ナ７ コ 類 の 穎 の 方 向 と 底 屑 流 の 関 係 。 ウ シ ナ マ

゜顛 の 溷 の 方 向 は 底 層 流 の 流 れ て 行 く 方 向 と 非 常 に よ い 相 関 を 示 す 。

Fig.  3　The ｒｅｌａtｊｏｎｓhip between Orientation （degrees ） 。lthe holothurian Peniag 。4e and direction

（degree ｓ）ａｎｄ ｏ Ｉｏｃｊty（ｃｍ ／ｓ）ｏｆ ｂｏＵｏｍ currents.  All data from the ＃133 di ●ｅ ｏｆ the ’Shinkai

650011.The orientation of lhe holoth ｕｒｉａｎ ｍｏｓl】ｙ correspond lo the direction of bottom  currents.

刹
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部 の中軸を境に睦側斜面と洶惆斜面に分けられる。

陸鉗斜面は，落差約500m で約160km 連続する三

陸海底諡が存在するなど，全体的に急傾斜である

(藤岡 ほか，1992) 。誨側斜面はそれに比べて全体

的に緩斜面で，海溝軸に平行 もしくは雁行する地

溝・地塁の組み合わせで特徴づけられる( Ｋｏｂａ-

yａshi et al.. 1991 ；堀田ほか，1992)。海側斜面

には，これらの地溝・地艱の伸長方向にほぽ平行

する伸長方向を持つ，頓数ｍ以下の小亀裂が数多

く存在 する( 堀 田 ほ か. 1992 ； 門馬 ほか，

1993)。

日本海溝海側斜面には数多くの生物が生息して

いる。生物は平坦地に多く，ナマコ，ヒトデ， ウ

ミユリ， ウミシダ，ウ二等の棘皮助物をはじめ，

ヤギ，カイメン，イソギンチャク，巻き貝，エピ，

ウミグモ，魚類などが見られる( 阿眤ほｶ丶1993) 。

その中でもウシナマコ類は深海曳航カメラなどに

よりよく観察される大型底生表在生物で，場所に

よっては100ml に約2()個体認められる。観察され

たウシナマコ類は体長10cm 弱～20cm 弱で，頭部

に特徴的な牛の角状の突起物を持つ半透明なナマ

コである( 写真１)。ウシナマコ類はその大きさ

や特徴からディープ・トウカメラや｢ しんかい

6500｣ のビデオ画像より容易に同定できる。

３　底層流とウシナマコ類の関係

深海曳航カメラや潜水艇から送られてくる映像

をみると，ウシナマコ類は深海底で明らかに皆同

じ方向に頭を向けているように見える。深海曳航

カメラに設置されているスティールカメラで撮彫

された写真においても，数匹のウシナマコ類が観

察される場合には，ウシナマコ類は皆ほぽ同じ方

向を『司いている（写真 ２）。 これを定量的に表す

ために，深海曳航カメラより得られたビデオ画像

よりウシナマコ類の頭の方向を計ることを試みた。

計測は1992年に行われた測線ＤＴ,3とＤＴ.5（図

１，測線の詳細は門馬ほか（1993）参照）で得ら

れたビデオ画像より行った。ビデオカメラは，深

海曳航カメラの進行方向がテ レビ画面で Ｏ°の方

向になるようにセットされている。深海曳航カメ

ラはほとんどの場合海底面に垂直に画像を撮彫し

ており，テレビ画面より計測した角度はそのまま

深海曳航カメラの進行方向に対する角度として使

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea R ・s. （1993）

用で きる。進行 方向は音響測位 により一 定時間ご

とに得 られるカメラの位置より読み取 った。すな

わち ナマコの頭 の絶対方向は。 画像より計測 した

角度を， 読み取 った進行 方向で換算することで 呀

られる。 ビデオ画像には撮影された時間 や曳航 体

の水深などが画面中に記録されている。 計測は撮

影時間 の１時間ごとに最初の10 分間に観察された

すべて のウシナマコ類について行 った。

図 ２はこのようにして計測し たウシナマコ類 の

頭の方向を地形断面図上にプロ ットし たものであ

る。各々 の地域 （もしくは時間 ）によ って まとま

る方向 は多少異 なるが， ナマ コの覡 の方向 はNN

Ｗ～ＮＷに集中 する。

さて， ウシナマコ類 のこのよ うな挙動 は果して

どのよ うな要因 によってなされているのであろう

か ？　深海生物 の挙動を 規制す る要因 としては水

温，塩分濃度，溶 存酸素量，水圧， 有機物 の量，

底層流， 重力，地磁気，底質などｶ 晦Sげられる圦

深海において方向性を持つ現象を想 定す ると，要

因 は地磁気か底層流と考え るのが妥当であろう。

図 ２に示 したよ うに ナマ コの頭の方向は地域や時

間によ って変化す る。こ れらは地磁 気の変動の反

映としては大きす ぎる変化であり，故に地 磁気は

要因 として不適切 と思われる。おそ らく ウシナマ

コ類が一定の方向 に頭を向 ける ためには， 底暦流

が大きな役割を占 めてい るのであ ろう。こ の考え

を確か め同 時に定量的な検討を行 う ため，「 しん

かい6500 」の流速計とビデ オ記録よ り，流向 とナ

マコの頭の方『司の比較を試 みた。

「 しんかい6500 」に設 置さ れてい るド ップ ラー

流向流速計 は着 底時 に海底 からおよ そ3.6m 上 方

の流向・流速を計 測することがで きる。 ウ シナマ

コ類の頭 の方向は，着底後 １時間以内 にカ メラに

記録され たもののみ計測し， 流向計 の記録 と照合

した。

詳細は準 備中の論 文（Ｈｏriｕchi et a1.,inpｒep.）

に譲るが，図 ３に一部示 したように， ウシナマコ

類 の頭の方向は底 層流の流 れて行く方向 と非常に

よい相関 を示す。 すなわち ウシナマ コ類は底層流

の流れて 行 く方向に 頭を网け るこ とが分 かる。

Oht ａ（1983 ） は 駿 河 湾 に お い て ウ シ ナマ ニ・

（Ｒ 液x即ｇ/ αｐｏ㎡ｃａ Ｏｈshima ， 1915 ）が底層 流

に対し負 の走流(negative  rheotaxis) を示 す

必



と考え， それを利用 して底層流 の推定 を行 った

(Oht ａ，1983 ； Okada and Ｏｈtａ， 1993)。筆者ら

の研究は， ウシナマ コ類の負の走流性を日本海溝

海１ 』斜面6,500m 付近で証明 し，加 えて底層 流の

流向 ・流速 との字嵒的 な関係( 例えば頭の方向 は

底li 流の流向 に対して10 °以 内 の誤 差に 収ま るこ

とな ど) を明 らかにし，これを底 層流の推定に用

い る こ と の 妥 当 性 を 証 明 す る も の と な っ た

(Ｈｏｒiｕchi et al., in p哨)｡)。

４　日本海溝の底層流について

図 ２に示したように，深海曳航カメラの測繚Ｄ

Ｔ･3とＤＴ･5で観禦されたウシナマコ類はＮＮｗ～

Ｎｗの方『司に頭を向ける。ウシナマコ類は底層流

の流れて行く方向に10°以内の誤差で頭を向ける

ので，曳航時の水流はＮＮｗ～Ｎｗ方向に流れて

いたと推測される。一方。深海曳航カメラを曳航

した宮古沖日本海溝では，日仏海溝計画時に潜水

艇「ノチール」による潜航調査が ２回， その後

「しんかい6500」による潜航調査が14回， 深晦曳

航カメラの曳航祠査が４回行われている。「しん

かい6500」は最初の着底時に流网･ 流速を測定し，

支援船上に報告する。これらの厩層流のデータは，

必ずしも観測地点での卓越した底層流の流向を表

すものではないか，各々測定日時が異なるため，

底層流のおおよその卓越方向を知る手かかりとな

るだろう。故に宮古沖日本海溝の底層流の卓越方

向を知るために，観察されたナマこコの方向に基づ

いた底層流の流向と「しんかい65ao」の流向流速

計で得られた底層硫の流向をコ冫／パイルし，図 ４

に矢印で示した。

図４によると。海溝海側斜面においてはNNW

向きの流れが最 も卓越し，これにＮｗ方向とＮ方

向が続く。これ4こ対して海海陸側斜面すなわち海

溝軸付近ではs～sｓＥ向 きの流れが卓越する。こ

れは海溝の海個|』斜面と陸側斜面（もしくは海溝軸

付近）では，およそ反対方向 の流れが卓越するこ

とを意味すると考えられる。海山の周りには時計

周りの深層流の循環があることが既に知られてい

る。海山のまわりに時計まわりの循環があれば海

溝には反時計まわりの循環かあることが力学的に

予想される（平，1987）。図４に示した流れは，

このような反時計まわりの循環を表しているよう

柘

にも見える。

ところで，宮古沖日本海溝の海側斜面で地溝を

図 ４　 原 掩 曳 航 カ メ う で 観 察 さ れ た ナ マＪ の 方 向 （ 矢

印 ） と 「 し ん か い6500 」 の 汲 向 流 速 計 で 得 ら れ

た 底 盾 流 の 渣 向 （ 破 線 矢 印 ） を コ ンパ イ ル し た ．

底 酉 流 は ， 海 溝 海 側 斜 面 に お い て はＮ Ｎ Ｗ 向 き の

流 れ が 最 も卓 越 し ． こ れ に Ｎ Ｗ 方 向 と Ｎ 方 向 が 続

く ． 反 対 に 海 溝 陸 側 創 面 で はS ～SSE 向 き の 流 れ

が 卓 越 す る ． 洵 底 地 形 図 はＩＸ Ｐｉｃｈｏｎ and

Kobayashi el al. （1987 ）とＫｏｂ・ｙａｓhi（1991 ）

に よ る 。

Fi*.4　 Ｅ６tｉｍａted direction of deep ｓｅａ bottom

currents ｉｎ Japan Ｔr ｅｎｃｈ ｏｆｆ Miyako

basesd on lheo ｒｉｅｎｌａtｉｏｎ０１theholoth ｕｒi･

ａｎ（ａｒrｏｗ ）and lhe data from lhe current

me 豬r of the　l･Shinkai 杤00 “ （b ｒｏｋｅｎ

ａｒｒｏｗ ）. ０ｎ t ｈｅ oceanward ｓ】ope,  the

NNW  current IS dominant and NW and

Ｎ ａre subdominanl. S Io SSE currants

ａｒｅ. ０ｎ tbe olhe ｒ hand, dominant  on ｌｈｅ

landward slope. Bathymetry is f ｒｃｍ

Ｌｅ Pichon and Kobayashi et ａ】.（1987 ）

and Kobayashi  (1991).
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横断して行われた深海曳航カメラによる曳航調査

（ＤＴ･5）では，地溝の西端部にビニール袋等の比

重の低いゴミが多く認められ，特に急崖の麗に軽

いゴミの集積か認められた（鬥馬ほか, 1993) 。

調査地域付近の急崖の方向はＮ～S からＮＮＥ～

ＳＳＷである。故に, NNW 方向の卓越流によりビ

こ･－ル袋などの軽いゴミが地溝の西端部にトラッ

プされることか容易に想像できる。おそらくこの

ような場所にはビニール袋などの軽いゴミがベル

ト状に集積しており，いわば「海側斜面ゴミベル

ト」ともいうべきものを形成しているのであろう。

このように海海部での底層流の挙動を明らかにす

ることは，海溝に存在するさまざまな物質の挙動

を解明する手がかりとなる。

５　おわ りに

以 上のように，本報告ではウ シナマコ類 の頭の

方『句と底層流の流向との定量的な関係を明 らかに

したうえで，実 際に宮古裃 日本海溝 で宸届流 の観

測を試 みた。 最後に，こ のような深海生物を用い

ての底 盾洫観測はどのよ うに行うべきかを以 下に

記し，報告の締 めくくりとする。

おそ らく， 深海生物を用いた底層流観測は深海

曳航 カメうを用 いるのが効率的であろう。深海曳

航カ メうを用 いた海底観察の特徴として，一定 ス

ピードで広域的 （ １日10km 程 度） な観察 を行 う

ことが挙げられる。こ のことは， ウシナマコ類 か

大皿に観察される地域は，広域的かつ詳細な底屑

流の流向 の観測 ができることを意味する。加えて，

日本海満6,500m 付 近 の潜航 および曳航調査に お

いて。 少量観察 される他の生物につ いても，流れ

に関連すると思われる方向性が確認されている。

Oht ａ（1983 ）は験河湾 と相模 湾で カメ ラを曳航

し， ウ シ ナ７ コ以 外 に も多 くの 生物 が走 流性

（ｒlleotａｘis） もし く は 負 の 走 流性 （ｎｅｇａtiｖｅ

rｈｅｏtａｘis）を示すことを明 ら かに した。 すな わ

ち犀海で底層流の指標とな る生物は ウシナマ コ類

ｇ 外に も数多く存在し，こ れにrippi。な どの海底

面に記録 され た底層流の紀録を組み合せると，多

くの爍海底で深海曳航カメラによる底層流の流向

観測か可 能となるだろう。 また，深海曳航カメ ラ

による底屑流の観察は，当然海底観察 と並行 して

同 時に行 うことができる。

Proe. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. (1993)

深 海 底 層 流 は か つ て 考 え ら れ た よ う に 定 常 的 で

穏 や か な も の で は な く ， む し ろ 動 的 で 複 雑 な も の

で あ る こ と が ， 底 層 流 の 定 点 観 測 （ 例 え1 £, 岡 崎｡

1984 ； 平｡1987 ； Ｄｅｍｉｄｏｖａ ｅt al..  1990 ； Klein

ａｎｄ Mittelstaed, 1992) に よ り 明 ら か に な っ て

き て い る 。 こ の よ う な 鋤 的 な 世 界 を 正 確 に 捉 え る

た め に は ， 定 点 で の 長 期 観 測 に 加 え ， あ る 時 点 で

地 域 的 な 幅 を 持, 。た デ ー タ が 必 要 に な る 。 こ の 課

題 を 解 決 す る た め に ， 長 期 観 測 ス テ ー ジ ・ ンを 設

置 す る と と も に ， 同 時 に 深 海 曳 航 カ メ ラ に よ る 底

層 流 観 測 を 行 う こ と も 考 え ら れ る 。
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写真２　溝線ＤＴ-５で碍られた水深6,380m の海底写真。

３匹のウシナマコ類は皆ほぽ同じ方向を向い

ている。

Photo ２　Holothuria  ns a1 6,380m depth in the

survey track DT-5. Note  Ihree individu-

als  of Peniagone  (arrows)  turning their

heads tｏｗａrd the same direction.

Proc  JAMSTEC Symp. Deep S ●ａ Res. (1993)


	日本海溝海側斜面におけるナマコと底層流
	1.はじめに
	2.日本海溝海測斜面の地形と生物
	3.底層流とウシナマコ類の関係
	4.日本海溝の底層流について
	5.おわりに
	謝辞
	参考文献
	写真


